
別紙様式第4号

Ⅰ　地区の成果目標 （単位：経営体、％）

Ⅱ　経営体の成果目標

担い手確保・経営強化支援事業目標達成状況報告書（２年度目）

都道府県名 市町村名 地区名 事業実施年度 目標年度 事業実施主体

項　　　目

目標
達成状況（上段：計画、下段：実績） 2年度目

達成状況
（％）1年度目 2年度目

目標年度
（3年度目）

青森県 東北町 東北地区 R1 R3 東北町

必
須

目
標

付加価値額の拡大
4 4 4

75.0
1 3

4 4

③ 農産物の高付加価値化

75.0
2 3

④ 経営の効率化

No 対象経営体名 項　　　目 現状

目標
達成状況（上段：計画、下段：実績） 2年度目

達成状況
（％）

実績を確認した
資料名等

② 農業の6次産業化選
択
目
標

① 経営面積の拡大
4

3,500,000
165.0 －

（円） 6,330,492 5,266,415

1年度目 2年度目
目標年度
（3年度目）

付加価値額の拡大
152,044

3,000,000 3,250,000

－ 就農状況報告書他
27,138,070 28,963,286

費用総額 346,978
22,241,000 24,000,000 26,000,000

収入総額 469,753
22,660,000 24,500,000 26,500,000

①
経営面積の拡大

6.30
8.30 9.30

－
24,243,578 28,156,331

人件費 29,269
2,581,000 2,750,000 3,000,000

算定
内訳

10.30
53.3 耕作証明書

（ha） 7.90 7.90

－
3,436,000 4,459,460

727.9 －
（円） 6,983,360 13,621,054

補正の内容

2 Ｂ経営体

付加価値額の拡大
4,277,378

5,133,000 5,561,000 5,989,000

1 Ａ経営体

－ 所得税青色申告決算書（農業所得用）

12,306,089 26,017,430

費用総額 2,207,638
2,649,000 2,869,000 3,090,693

収入総額 6,445,016
7,734,000 8,378,000 9,023,022

①
経営面積の拡大

3.69
4.69 5.69

－
6,252,729 13,884,376

人件費 40,000
48,000 52,000 56,671

算定
内訳

5.69
184.0 耕作証明書

（ha） 6.22 7.37

－
930,000 1,488,000

補正の内容



186.6 －
（円） 5,554,206 7,865,721

3 Ｃ経営体

付加価値額の拡大
-677,202

3,600,000 3,900,000 4,200,000

－ 就農状況報告書他
11,086,870 13,164,140

費用総額 2,872,971
3,450,000

収入総額 2,195,769
5,400,000 5,800,000 6,250,000

①
経営面積の拡大

1.89
3.89 4.89

算定
内訳

5.89

－
5,532,664 5,418,419

人件費 0
1,650,000 1,650,000 1,800,000

3,550,000 3,850,000

462.3 耕作証明書
（ha） 2.74 15.76

－
0 120,000

-219.4 －
（円） 20,679,062 20,536,141

補正の内容

4 Ｄ経営体

付加価値額の拡大
36,600,208

40,260,000 43,920,000 45,751,000

－
決算報告書
（第6期）104,670,568 118,301,480

費用総額 53,141,328
58,455,000

収入総額 83,709,545
92,080,000 100,451,000 104,636,931

①
経営面積の拡大

8.15
10.15 11.15

算定
内訳

12.15

－
95,135,563 112,984,281

人件費 6,031,991
6,635,000 7,238,000 7,540,729

63,769,000 66,426,660

179.0 耕作証明書
（ha） 11.16 13.52

－
11,144,057 15,218,942

補正の内容



Ⅲ　達成状況に関する事業実施主体の所見(評価)

Ⅳ　その他

　１　人・農地プランの作成状況

　（１）作成した日　　平成25年3月28日（最終変更日H31.3.25）

　（２）今後の見通し（未作成の場合）

　２　法人化の状況

　（１）法人化前の組織等の名称：

　（２）法人化した日　　　　年　　　　月　　　　日
　（３）今後の見通し（法人化していない場合）

〔記入要領〕

１　「現状」「目標」欄は、担い手確保・経営強化支援計画書（以下「担い手支援計画」という。）及び経営体調書の成果目標の「現状」「目標年度」欄の

　内容を記入する。
Ⅰ及びⅡの「達成状況」欄の上段は、支援計画及び経営体調書にある計画を記入し、下段は、当該年度の実績を記載し、

　「○年度目の達成状況（％）」欄はその年度の計画に対する達成状況を記入する。

３　Ⅲの「達成状況に関する事業実施主体の所見（評価）」欄は、成果目標の達成状況を勘案して記入するものとし、達成に立ち遅れがある場合には、
　その要因を把握した上で達成に向けた具体的な取り組み内容を記入すること。
　　　また、目標年度において目標を達成していない場合は、別途、別紙様式１－11号により経営体ごとに未達成となった理由を整理し、目標達成に
　向けた具体的な改善措置及び達成見込時期等を記入するとともに、地域への影響等と構造政策を進めるための今後の取組方向を記入する。

４　Ⅳの１については、事業実施時点で人・農地プランを作成していない地区である場合（実施要綱別記第１の２の（４）に該当する地区である場合）に記載し、２につ
いては、助成対象者が集落営農組織である場合（別記４の（１）のイの（ア）のｃに該当する場合）に記載する。

地区の成果目標として取り組んだ
付加価値の拡大については、1経営体が2年度目の目標を達成出来なかったが、野菜の市場価格等の低迷が原因と一つと考えられる。
町では、農業経営相談所等に登録されている専門家等を活用した重点指導を行い、目標年度に目標を達成できるよう支援する。
①経営面積の拡大については、1経営体が2年度目の目標を達成出来なかった。農地中間管理事業等を活用し規模拡大を図るため、
取組主体である経営体が、目標を達成できるよう町で指導や助言などの支援を継続していく。

２　Ⅱの対象経営体の成果目標に関する達成状況は、支援計画の添付資料である経営体調書に掲げた経営体の成果目標の項目について、
　対象経営体毎に記入する。また、付加価値額の拡大（算定内訳を含む。）、売上高の拡大又は経営コストの縮減について、実績を補正した
　ものについては、実績値の前に「（補）」と記載する。「項目」欄の「補正の内容」欄には、実績を補正したものについて、補正の要因及び


